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産
直
ま
ん
さ
く
で
は
、
毎
月
第
１
土
曜
日
開
催

の
「
ま
ん
さ
く
の
市
」
を
、
10
月
は
第
２
土
曜
日

の
10
月
12
日
に
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
新
米
販
売
や
野
菜
の
１
０
０
円
コ
ー
ナ

ー
の
ほ
か
、
芋
煮
、
鮎
の
塩
焼
き
、
鮎
ご
飯
な
ど
、

舟
形
町
の
秋
の
味
覚
を
用
意
し
て
、
み
な
さ
ん
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

新
刊
書
の
紹
介

（
舟
形
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）

たびにでよう
作／降矢なな

図書室にない本も
借りることができます

町中央公民館図書室
蔵書数 7,922冊
（令和６年８月時点）

　「
た
び
に
で
よ
う

　た
び
に
で
よ
う

　リ
ュ
ッ
ク
を

せ
お
っ
て

　あ
る
い
て
い
こ
う
」
こ
の
本
の
ほ
と
ん
ど

の
ペ
ー
ジ
に
は
文
字
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
の
よ
う
に
続
く
イ
ラ
ス
ト
か
ら
想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
楽
し
め
る
絵
本
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
食
育
・
地
産
地
消
推
進
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎（
３２
）０
９
４
７

10
月
の
食
育
・
地
産
地
消
デ
ー
は
10
月
19
日（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
　
☎（
３２
）２
３
７
９

こ
の
事
業
は
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
い
ま
す 第29話

▼
現
在
の
あ
な
た
は
？ 

　
介
護
士

▼
自
分
を
一
言
で
言
う
と
？

　
マ
イ
ペ
ー
ス

▼
夢
は
？

　
幸
せ
な
家
庭
で
過
ご
す
こ
と

▼
趣
味
は
？ 

　
キ
ャ
ン
プ
、
釣
り

▼
舟
形
町
の
良
い
と
こ
ろ
は
？ 

　
自
然
が
豊
か
で
温
か
い
人
が
多
い

▼
10
年
後
の
舟
形
町
は
？ 

　
今
と
変
わ
ら
な
い
平
和
な
町

▼
尊
敬
す
る
人 

　
両
親

▼
祝
賀
式
を
終
え
て
一
言

　
自
分
の
人
生
が
よ
り
良
い
も
の
で
あ
ふ
れ
、

　
後
悔
し
な
い
人
生
を
送
り
た
い
。

だ
い
ち

男
女
計
世帯

人口と世帯（8/31現在）
：2,310人
：2,400人
：4,710人
：1,836世帯

（－7）
（－8）
（－15）
（－6）

男
女
計

選挙人名簿登録者数（9/1現在）
：2,039人
：2,125人
：4,164人

（  ）は前月比

二
十
歳
の
祝
賀
会
を
迎
え
ま
し
た
！

10月の納期

○７月のタバコ税は1,996,466円
○10月の舟形若あゆ温泉の休館日は９日（水）

に
っ
ぽ
ん
い
ち

 

『
じ
ゃ
ん
け
ん
必
勝
法
と
民
主
主
義
の
数
理
』『
忘
れ

て
し
ま
っ
た
夢
を
見
る
技
術
』
な
ど
、
物
理
学
者
と
っ

て
お
き
の
話
を
22
編
収
録
。
ほ
ん
の
ひ
と
と
き
日
常
を

忘
れ
て
、
科
学
世
界
の
詩
情
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

銀河の片隅で科学夜話
著／全卓樹

　
全
国
学
校
給
食
甲
子
園
は
、
全
国
の
学
校
給
食

で
提
供
さ
れ
て
い
る
料
理
を
競
う
大
会
を
通
じ
食

育
を
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
町

で
は
毎
年
応
募
し
、
今
年
は
県
内
で
唯
一
、
１
次

審
査
を
通
過
し
ま
し
た
。
応
募
し
た
メ
ニ
ュ
ー
は
、

町
の
伝
承
野
菜
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
地
場
産
物

を
取
入
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
貴
重
な
舟

形
町
産
食
材
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
未
来
に
受
け

継
い
で
い
く
大
切
さ
に
気
付
い
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

短

　歌

五
輪
見
る
歓
喜
涙
も
大
喝
采

　
　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　佐

　藤

　孝

　子
（
舟
形
第
二
）

遠
景
に
月
山
を
置
く
稲
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　大

　場

　小
夜
子
（
内

　
　山
）

厳
か
に
社
に
祈
り
涼
新
た

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　佐

　藤

　昭

　子
（
長
沢
第
一
）

み
ん
み
ん
の
網
戸
に
止
ま
り
目
と
目
合
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　柏

　木

　伸

　子
（
長
沢
第
三
）

熱
き
日
や
友
の
恩
愛
授
か
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　髙

　橋

　ふ
き
子
（
長
沢
第
三
）

窓
ご
し
の
こ
ぼ
れ
し
萩
や
品
を
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　真

　見

　七

　生
（
舟
形
第
四
）

思
い
出
す
家
族
で
聞
い
た
鈴
虫
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　伊

　藤

　貴

　子
（
光
　生
　園
）

赤
と
ん
ぼ
夕
空
高
く
飛
び
回
る

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　奥

　山

　早
知
子
（
光
　生
　園
）

家
族
で
の
お
出
掛
け
行
く
よ
梨
狩
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　五

　島

　
　
　健
（
光
　生
　園
）

風
渡
る
忍
び
寄
る
秋
四
方
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　興

　
　
　珠

　子
（

　　野
　

　）

今
日
も
ま
た
老
母
の
た
め
に
南
瓜
切
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　井

　上

　淳

　子
（
ロ
ー
マ
市
）

ジ
リ
ジ
リ
と
線
香
花
火
の
紅
い
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松

　田

　佳
代
子
（
ロ
ー
マ
市
）

見
上
げ
れ
ば
季
節
か
わ
り
し
鱗
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　井

　上

　
　
　笑
（
ロ
ー
マ
市
）

　当
季
三
つ
物
連
句

秋
め
く
や
光
る
山
河
の
機
宜
と
し
て

　椋
鳥
渡
る
郷
の
夕
暮

零
余
子
飯
香
る
厨
の
和
む
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　北
陽
社

　
　井

　上

　玲

　虹
（

　　野
　

　）

　付
合
い
句

鬼
や
ん
ま
信
長
の
ご
と
部
屋
に
入
る

　

 

興  

　
　桃  

月
（ 

野 

）

　当
主
の
好
き
な
床
の
脇
差

　

 

　
　
　井  

上

　玲  

虹
（ 

野 

）

俳

　句

●町県民税 第３期
●固定資産税 第３期
●介護保険料 第４期

※10月31日（木）まで忘れずに納付しましょう。

Ｖol.5

産
直
だ
よ
り

形
舟
産
直
だ
よ
り

形
舟

お探しの本がない場合、
中央公民館をとおして山
形県立図書館の資料を借
りることができます。詳
しくは中央公民館にご相
談ください。

起
き
抜
け
に
裏
庭
降
り
立
ち
木
々
草
花
と
会
話
す

倣
ひ
は
晩
年
近
よ
る
故
か

　
　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　佐

　藤

　和

　夫
（
西

　
　堀
）

　
千
風
会
【
初
秋
へ…

】

窓
辺
ま
で
し
の
び
寄
る
す
ず
虫
の
声

あ
の
過
去
の
猛
暑
は
今
い
ず
く

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　森

　
　
　勝

　広
（
舟
形
第
四
）

に
ぎ
に
ぎ
し
新
庄
祭
り
歴
史
に
残
る

囃
子
・
山
車
引
く
若
衆
ら
い
さ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　畠

　山

　ひ
ろ
み
（
木

　
　友
）

花
野
道
一
と
雨
ご
と
に
し
を
れ
し
む

七
草
も
そ
ぞ
ろ
に
季
節
う
つ
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　小

　野

　光

　子
（
真
　木
　野
）

原
爆
忌
人
類
の
忌
追
悼
す

す
ず
虫
一
声
わ
ぶ
し
更
待
月

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
第
四
）

※

更
待
月…

旧
陰
暦
八
月
二
十
日
夜
月
の
こ
と
。
古
し
へ
よ
り
俳
諧
で
は

　十
六
夜
の
月
か
ら
順
次
に
十
七
日
夜
月
は
立
待
月
。
十
八
日
夜
月
は
居

　待
月
。
十
九
日
夜
月
は
寝
待
月
と
呼
び
、
季
語
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。

ふ
く
ら
み
て
稲
穂
の
匂
ひ
天
た
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　畠

　山

　ひ
ろ
み
（
広
風
）（
木

　
　友
）

祭
り
笛
遠
く
田
舎
は
虫
す
だ
く

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　小

　野

　光

　子
（
光
風
）（
真
　木
　野
）

風
の
尾
の
ふ
れ
る
露
け
し
野
辺
に
佇
つ

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
千
岳
）（
舟
形
第
四
）

令和６年度
　 応募メニュー

五目ごはん

（町伝承野菜 西又かぶ使用）
西又かぶのサラダ （町伝承野菜 青黒使用）

大豆のカリカリ揚げ

牛乳

マッシュルームと
白菜のみそ汁

ま
ん
さ
く
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
コ
チ
ラ

町制施行70周年｢第41回ふながた若鮎まつり｣には
産直まんさくも出店し､多くの来客がありました。

毎
日
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー
は
コ
チ
ラ

甲
州  

大
地
さ
ん（
野
）

１次審査
  通過！

な
ら

と

　き
さ
ら
ま
ち
づ
き

し
な


